
「
蛍
の
里
」
構
想
に

つ
い
て
。

盧
町
内
に
蛍
は
ど
れ
く
ら
い

生
息
し
て
い
る
の
か
。

盪
蛍
を
飛
ば
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
、
町
と
し
て
立
ち

上
げ
て
は
ど
う
か
。

蘯
町
の
歴
史
を
考
え
る
意
味

で
も
、
稲
垣
千
頴
が
、
作

詞
し
た
「
蛍
の
光
」
は
、

重
要
だ
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い

く
の
か
。

盧
町
内
各
地
で
蛍
が
生
息
し

て
い
る
と
は
聞
い
て
い
る

が
、
ど
れ
く
ら
い
か
は
把

握
し
て
い
な
い
。

盪
地
域
の
団
体
な
ど
民
間
レ

ベ
ル
で
の
活
動
に
期
待
し

た
い
。

蘯
中
西
光
雄
さ
ん
が
執
筆
さ

れ
た
「
蛍
の
光
」
と
稲
垣

千
頴
の
図
書
を
二
十
三
年

度
に
購
入
し
た
。

こ
れ
ら
の
本
を
活
用
し
、

図
書
館
を
は
じ
め
、
小
・

中
学
校
、
高
校
、
県
の
機

関
へ
貸
し
出
し
た
。
今
年
、

（
仮
称
）
「
蛍
の
光
」
卒

業
ソ
ン
グ
音
楽
祭
の
開
催

を
計
画
し
、
県
地
域
づ
く

り
総
合
支
援
事
業
の
申
請

を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
音
楽
等
を
通
じ
、

か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
「
蛍
の
光
」

卒
業
ソ
ン
グ
音
楽
祭
の
内
容

は
。九

月
二
十
二
日
、
二
十
三

日
に
、
中
西
圭
三
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
と
し
て
、
昨
年
の
大
震

災
で
音
楽
活
動
が
で
き
な
く

な
っ
た
県
内
外
の
中
学
校
、

高
校
、
大
学
な
ど
の
合
唱
部

や
吹
奏
学
部
を
招
待
し
て
、

「
蛍
の
光
」
な
ど
、
卒
業
ソ

ン
グ
を
メ
イ
ン
と
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
を
考
え
て
い
る
。

東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
、

食
の
現
況
は
。

盧
学
校
給
食
の
食
材
は
ど
の

よ
う
に
検
査
さ
れ
て
い
る

の
か
。

盪
食
材
の
納
入
は
原
発
事
故

前
と
、
事
故
後
で
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

蘯
現
在
、
町
の
農
家
の
米
を

は
じ
め
、
農
産
物
の
状
況

は
ど
う
か
。

盧
納
入
業
者
か
ら
の
放
射
性

物
質
分
析
結
果
の
報
告
に

よ
り
確
認
し
、
確
認
で
き

な
い
場
合
は
、
納
入
前
日

の
検
査
を
実
施
。

盪
棚
倉
産
米
を
県
南
産
米
、

棚
倉
産
の
生
シ
イ
タ
ケ
を

県
外
産
の
乾
燥
シ
イ
タ
ケ

に
、
切
り
替
え
た
。

蘯
米
は
、
全
袋
検
査
を
実
施

す
る
た
め
、
体
制
作
り
を

整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

農
産
物
に
お
い
て
は
、
生

産
さ
れ
た
時
期
や
出
荷
時

期
を
と
ら
え
て
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
の
積
極
的
な

推
進
を
し
て
い
る
。

「
弁
当
の
日
」
を
実

施
し
て
は
。

趣
旨
に
つ
い
て
は
賛
同
で

き
る
が
、
若
干
時
間
が
必
要
。

（13）平成24年６月定例会議会だより

（
町
長
） 

（
町
長
） 

（
教
育
総
務
課
長
） 

（
教
育
長
） 

（
教
育
長
） 

（
生
涯
学
習
課
長
） 

原
発
事
故
前
と
事
故
後
の
食
材
の
納
入
は 

米
と
シ
イ
タ
ケ
が
変
わ
っ
た 

給食センターに配備して

ある放射性物質検査器

小・中学校などへ貸し出した「蛍の光」と稲垣千頴の本



他町村の小型バス

が
大
変
難
し
い
の
で
は
。

期
間
が
短
く
難
し
い
が
、

前
期
と
後
期
の
区
別
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
子
ど
も
達
に

与
え
、
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

二
学
期
制
の
評
価
が
、

内
申
書
な
ど
に
影
響
し
、
高

校
進
学
時
に
支
障
は
な
い
か
。

年
間
の
評
価
が
届
け
ら
れ

る
た
め
、
問
題
は
な
い
。

二
学
期
制
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
工
夫
を
し
、
各
学

校
毎
に
検
討
を
し
て
、
平
成

二
十
六
年
度
に
最
終
的
な
結

論
を
出
し
た
い
。

高
齢
者
の
交
通
手
段

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、

今
後
町
が
考
え
る
支
援
策
は

あ
る
の
か
。

ま
た
、
他
町
村
で
実
施
し

て
い
る
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

は
、
県
内
他
市
町
村
で
商
工

会
が
主
体
と
な
り
、
様
々
な

形
態
で
導
入
し
て
い
る
。
経

常
経
費
に
対
し
、
補
て
ん
を

必
要
と
し
て
い
る
現
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
調
査
研
究
を
す

る
。

※
デ
マ
ン
ド
交
通

利
用
者
の
要
求
に
対
応
し

て
運
行
す
る
形
態
の
バ
ス

盧
保
育
園
第
一
・
第
二
園
舎

の
入
所
状
況
は
。

盪
中
途
入
所
の
申
し
込
み
は

可
能
な
の
か
。

盧
第
一
園
舎
は
、
定
員
六
十

名
に
対
し
、
六
十
九
名
の

入
所
。
第
二
園
舎
は
、
定

員
八
十
名
に
対
し
、
八
十

七
名
が
入
所
し
て
い
る
。

待
機
児
童
に
つ
い
て
は
、

先
生
の
増
員
や
保
育
室
の

改
善
な
ど
を
実
施
し
、
待

機
児
童
を
出
さ
な
い
よ
う

努
力
し
て
い
る
が
、
十
四

名
の
待
機
児
童
が
い
る
。

盪
中
途
申
し
込
み
は
可
能
で

あ
る
。

平成24年６月定例会議会だより（14）あ

（
町
長
） 

（
町
長
） 
（
教
育
長
） 

（
教
育
長
） 

（
教
育
長
） 

高
齢
者
へ
の
交
通
手
段
確
保
は 

調
査
研
究
を
す
る 

保
育
園
の
入
所
と
待
機
児
童
の
状
況
は 

待
機
児
童
を
出
さ
な
い
よ
う 

最
大
限
に
努
力 

棚倉保育園第一園舎

盧
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
実

施
さ
れ
た
、
二
学
期
制
の

成
果
と
課
題
は
。

盪
県
南
地
区
の
他
校
と
の
関

連
は
障
害
が
な
い
か
。
ま

た
、
中
学
校
の
進
路
関
係

の
評
価
に
支
障
を
及
ぼ
さ

な
い
か
。

盧
児
童
・
生
徒
の
学
習
意
欲

や
理
解
力
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
課
題
は
前

期
と
後
期
の
間
が
少
な
く
、

学
期
の
途
中
に
長
期
休
業

期
間
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
、

自
主
学
習
の
有
無
が
学
期

の
成
績
に
影
響
す
る
こ
と

な
ど
が
あ
る
。

盪
県
南
地
区
単
位
の
行
事
に

つ
い
て
は
、
三
学
期
制
を

基
本
に
計
画
さ
れ
て
い
る

た
め
、
若
干
の
不
都
合
が

生
じ
る
。
ま
た
、
進
路
関

係
の
評
価
に
は
支
障
は
な

い
。

二
学
期
制
の
場
合
は
、

前
期
と
後
期
の
切
り
替
え
が

三
日
し
か
な
い
の
で
、
子
ど

も
達
の
気
持
ち
の
切
り
替
え



現
在
棚
倉
町
で
は
、

漏
水
対
策
と
し
て
計
画
的
に

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
工

事
を
行
っ
て
い
る
が
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
破
損
な
ど

の
影
響
で
更
な
る
漏
水
が
懸

念
さ
れ
る
。

震
災
復
興
事
業
と
し
て
更

新
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

水
道
使
用
量
及
び
有
収
率

の
現
況
と
有
収
率
向
上
策
は
。

本
町
の
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

更
新
事
業
は
、
平
成
十
四
年

度
か
ら
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
平

成
二
十
三
年
度
末
で
、
全
体

の
五
十
六
％
が
更
新
を
完
了

し
、
今
後
も
実
施
計
画
に
基

づ
き
更
新
事
業
を
進
め
る
。

震
災
復
興
を
目
的
と
し
た

更
新
補
助
事
業
は
該
当
す
る

も
の
が
な
い
。

平
成
二
十
三
年
度
末
の
有

収
率
は
七
十
五
％
で
あ
る
。

計
画
的
な
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

の
更
新
事
業
と
、
漏
水
調
査

に
基
づ
い
た
修
繕
工
事
に
よ

り
有
収
率
向
上
に
努
め
て
い
る
。

四
月
か
ら
新
教
育
長

が
就
任
し
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
教
育
環
境

向
上
を
期
待
し
て
い
る
。

新
教
育
長
の
学
校
教
育
に

取
り
組
む
基
本
姿
勢
を
問
う
。

盧
本
町
教
育
の
現
状
認
識
と
、

い
ち
早
く
取
り
組
み
た
い

課
題
は
何
か
。

盪
本
町
が
取
り
入
れ
て
い
る

「
二
学
期
制
」
へ
の
評
価
。

蘯
学
力
向
上
の
た
め
の
具
体

的
施
策
。

盻
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
の

結
果
は
公
表
し
、
学
力
向

上
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
。

眈
「
ゆ
と
り
教
育
」
の
総
括

と
、
新
学
習
指
導
要
領
で

期
待
さ
れ
る
成
果
は
。

眇
生
徒
間
の
学
力
、
体
力
格

差
の
要
因
の
一
つ
と
言
わ

れ
る
、
学
校
の
長
期
休
暇

（
夏
休
み
、
冬
休
み
）
は

減
ら
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

盧
振
興
計
画
の
目
標
通
り
に

推
進
さ
れ
て
い
る
。
中
学

校
の
学
力
の
伸
び
悩
み
と

い
う
課
題
に
取
り
組
む
。

盪
転
入
教
員
に
は
違
和
感
が

あ
る
が
、
「
二
学
期
制
」

の
意
義
を
再
認
識
さ
せ
推

進
す
る
。

蘯
熱
心
で
落
ち
着
い
て
学
習

す
る
子
供
た
ち
の
育
成
に

努
め
る
。

核
家
族
化
の
進
行
な

ど
に
よ
り
、
新
た
に
墓
地
の

取
得
を
望
む
声
が
聞
か
れ
る
。

墓
地
需
要
の
増
加
が
望
め

る
こ
と
か
ら
、
「
た
な
ぐ
ら

霊
園
」
の
増
設
を
計
画
す
べ

き
時
期
で
は
な
い
か
。
現
状

と
計
画
を
伺
う
。

現
在
、
二
百
三
十
区
画
で
、

全
て
契
約
済
み
。
今
後
の
要

望
状
況
な
ど
に
よ
り
、
増
設

を
検
討
す
る
。

盻
公
表
は
、
学
校
間
や
教
師

同
士
の
競
争
を
生
み
、
そ

の
し
わ
寄
せ
が
子
供
た
ち

に
跳
ね
返
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
差
し
控
え
る
。

眈
発
展
的
な
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
趣
旨
の
方
向
は

良
か
っ
た
。
新
学
習
指
導

要
領
は
充
実
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。

眇
授
業
時
数
は
十
分
に
確
保

で
き
て
い
る
。

（15）平成24年６月定例会議会だより

（
町
長
） 

（
町
長
） 

（
教
育
長
） 

具
体
的
学
力
向
上
施
策
は 

課
題
克
服
に
努
め
る 

「
た
な
ぐ
ら
霊
園
」
の
増
設
を
計
画
す
べ 

き
時
期
で
は 

今
後
の
要
望
状
況
で
増
設
を
検
討 

上台地区本管布設替工事

たなぐら霊園



山
岡
小
学
校
の
検
討

委
員
会
と
い
う
の
は
未
設
置

か
。山

岡
に
限
定
し
て
の
検
討

委
員
会
は
、
未
設
置
。

山
岡
小
学
校
に
関
す

る
検
討
委
員
会
を
、
今
後
設

置
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

地
元
の
方
に
、
検
討
委
員

会
の
設
置
の
同
意
が
得
ら
れ

る
な
ら
ば
、
設
置
し
た
い
。

大
規
模
災
害
で
、
現

在
整
備
中
の
防
災
無
線
が
使

え
な
く
な
っ
た
場
合
、
住
民

へ
の
通
信
手
段
は
、
ど
う
な

る
の
か
。

現
在
整
備
中
の
防
災
行
政

無
線
シ
ス
テ
ム
に
は
、
従
来

に
は
な
か
っ
た
補
助
機
能
が

装
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
規
模
の
地
震
で
も
十
分

に
耐
え
る
強
度
は
備
え
て
お

り
、
役
場
以
外
の
場
所
か
ら

も
通
信
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
遠
隔
制
御
局
と
し

て
、
棚
倉
消
防
署
に
放
送
設

備
を
配
備
し
、
役
場
親
局
が

使
用
不
能
の
場
合
に
は
、
遠

隔
制
御
局
を
、
親
局
の
代
替

設
備
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

も
可
能
。

さ
ら
に
、
災
害
時
に
お
け

る
円
滑
な
情
報
の
収
集
・
交

換
を
実
現
す
る
た
め
、
消
防

団
安
全
対
策
整
備
事
業
と
し

て
、
国
庫
補
助
事
業
を
活
用

し
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
九
十

台
を
購
入
し
、
消
防
団
や
関

係
課
に
配
備
を
し
た
。

唱
歌
「
蛍
の
光
」
作

詞
者
が
当
町
生
ま
れ
と
判
明

し
た
が
、
こ
れ
を
起
爆
剤
と

し
て
町
お
こ
し
を
し
て
は
ど

う
か
。

ま
た
、
民
間
で
蛍
の
里
づ

く
り
を
す
る
よ
う
な
場
合
、

町
の
支
援
は
。

町
お
こ
し
に
は
絶
好
の
機

会
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
思
考
中

で
あ
る
。

第
一
弾
と
し
て
、
音
楽
の

分
野
か
ら
は
じ
め
て
み
た
い

と
考
え
て
お
り
、
棚
倉
町
文

化
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
倉
美

館
運
営
協
会
の
共
催
を
い
た

だ
き
、
福
島
県
地
域
づ
く
り

総
合
支
援
事
業
の
活
用
に
つ

い
て
、
五
月
に
音
楽
祭
の
申

請
を
行
っ
て
い
る
。

支
援
に
は
、
一
つ
の
ル
ー

ル
が
必
要
と
思
う
が
、
事
業

に
応
じ
支
援
し
た
い
。

平成24年６月定例会議会だより（16）あ

（
町
長
） 

（
教
育
総
務
課
長
） 

（
教
育
総
務
課
長
） 

防
災
行
政
無
線
が
被
災
し
た
場
合
は 

非
常
用
親
局
装
置
を
整
備 

唱
歌
「
蛍
の
光
」
発
祥
の
地
と
し
て 

町
お
こ
し
の
考
え
は 

町
お
こ
し
に
は
絶
好
の
機
会 

（
教
育
長
） 

（
町
長
） 

山岡小学校

屋外拡声子局



盧
町
は
、
放
射
能
除
染
計
画

を
立
て
、
環
境
省
か
ら
年

度
内
に
は
法
定
計
画
と
し

て
認
可
さ
れ
る
予
定
と
し

て
い
た
が
、
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

盪
行
政
区
や
団
体
に
よ
る
除

染
作
業
は
、
今
後
も
継
続

す
る
の
か
。
五
十
万
円
の

助
成
金
は
、
ま
だ
有
効
な

の
か
。
五
十
万
円
を
使
い

切
っ
た
の
は
何
団
体
あ
っ

た
の
か
。

蘯
町
の
水
道
水
の
放
射
能
測

定
は
、
東
電
へ
の
委
託
で

は
な
く
、
町
が
独
自
に
測

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

盧
町
の
放
射
能
除
染
計
画
は
、

環
境
省
担
当
部
署
と
の
協

議
が
終
了
し
、
環
境
省
へ

法
定
計
画
と
な
る
棚
倉
町

除
染
実
施
計
画
を
提
出
し
、

承
認
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

盪
行
政
区
や
団
体
に
よ
る
除

染
作
業
は
、
今
年
度
も
継

続
し
、
初
め
て
実
施
す
る

団
体
は
、
昨
年
同
様
五
十

万
円
の
補
助
と
な
る
が
、

昨
年
度
実
施
し
た
団
体
は

二
十
五
万
円
と
な
る
。

ま
た
、
昨
年
度
、
除
染
活

動
を
実
施
し
た
団
体
は
五

十
三
団
体
で
あ
り
、
う
ち

三
十
九
団
体
が
五
十
万
円
、

十
四
団
体
が
五
十
万
円
以

下
の
補
助
額
と
な
っ
て
い

る
。

蘯
町
水
道
水
の
検
査
に
つ
い

て
は
、
県
が
主
体
と
な
っ

て
、
県
内
市
町
村
の
検
査

を
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
で
検
査
を
行

い
、
生
デ
ー
タ
が
県
原
子

力
セ
ン
タ
ー
に
送
付
さ
れ

た
後
に
、
放
射
性
物
質
検

出
の
有
無
を
判
断
し
、
県

内
の
市
町
村
に
報
告
し
て

い
る
。
従
っ
て
町
は
独
自

の
検
査
は
考
え
て
い
な
い
。

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の

経
営
改
善
は
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
。
営
業
時
間
が

短
縮
さ
れ
た
ま
ま
で
、
改
善

が
進
ん
で
い
る
な
ど
と
言
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。

改
善
点
の
基
本
は
、
町
民

が
積
極
的
に
利
用
出
来
る
よ

う
な
改
善
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

現
在
、
ホ
テ
ル
営
業
は
、

二
十
四
時
間
営
業
で
、
ク
ア

ハ
ウ
ス
は
、
平
日
は
午
後
三

時
か
ら
十
時
ま
で
で
、
徹
底

し
た
経
費
の
削
減
を
行
っ
て

い
る
。

山
岡
小
学
校
で
第
一

回
町
学
力
向
上
推
進
会
議
の

「
授
業
研
究
会
」
が
開
催
さ

れ
た
が
、
こ
の
中
で
得
ら
れ

た
成
果
は
あ
っ
た
の
か
。

山
岡
小
学
校
で
は
、
小
規

模
・
複
式
に
お
け
る
授
業
の

工
夫
と
し
て
、
複
式
授
業
の

弱
点
を
解
消
す
る
た
め
、
ユ

ニ
ッ
ト
複
式
の
効
果
、
反
復

や
継
続
の
学
習
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
協
議
検
討
が
行
わ

れ
、
評
価
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
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（
町
長
） 

（
町
長
） 

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
経
営
改
善
は 

徹
底
し
た
経
費
削
減
に
努
め
て
き
た 

山
岡
小
学
校
の
指
導
力
ア
ッ
プ
研
究
授
業 

の
成
果
は 

ユ
ニ
ッ
ト
複
式
授
業
の
評
価
を
得
る
こ
と 

が
出
来
た 

【
そ
の
他
の
質
問
】

町
道
に
認
定
し
て
い
な
い「
み
な
し
道
路
」 

は
何
路
線
あ
り
、
そ
れ
ら
は
町
道
に
認
定 

す
べ
き
で
は 

み
な
し
路
線
は
二
百
四
十
路
線
あ
り
、
条 

件
が
整
え
ば
町
道
に
認
定
す
る
こ
と
が
出 

来
る
と
思
う 

東
洋
シ
ャ
フ
ト
の
進
出
は
ど
う
な
っ
て
い 

る
の
か
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
企
業 

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か 

東
洋
シ
ャ
フ
ト
は
年
内
に
工
事
着
工
し
来 

春
操
業
予
定
。
バ
イ
オ
マ
ス
企
業
は
今
後 

研
究
し
て
い
く 

（
教
育
長
） 

東電へ検査委託する町水道水ルネサンス棚倉のスイミングスクール



盧
震
災
復
興
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

盪
損
壊
し
た
公
共
施
設
の
復

旧
、
復
興
状
況
は
。

盧
復
興
に
向
け
て
、
被
災
者

生
活
再
建
の
支
援
、
原
子

力
災
害
の
克
服
、
公
共
施

設
の
早
期
復
旧
、
再
建
な

ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
各
種
施
策

を
、
着
実
に
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

盪
被
災
し
た
主
な
公
共
施
設

は
、
棚
倉
幼
稚
園
を
は
じ

め
、
総
合
体
育
館
、
中
央

公
民
館
な
ど
に
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。
各
小
・
中

学
校
、
幼
稚
園
、
町
道
、

林
道
、
農
業
用
施
設
や
農

地
、
さ
ら
に
は
消
防
施
設
、

上
水
道
施
設
、
簡
易
水
道

施
設
、
農
業
集
落
排
水
施

設
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

多
数
の
被
災
箇
所
が
あ
っ

た
が
、
平
成
二
十
三
年
度

中
に
概
ね
復
旧
完
了
し
て

い
る
。

棚
倉
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
三
年
度
に
予
算

化
し
、
五
月
に
臨
時
会
で

契
約
締
結
し
、
平
成
二
十

四
年
十
二
月
完
了
を
目
指

し
、
施
工
し
て
い
る
。

中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

社
会
教
育
複
合
施
設
と
し

て
姿
を
変
え
、
町
民
の

方
々
の
憩
い
の
場
所
、
親

し
め
る
施
設
と
な
る
よ
う

に
設
計
を
委
託
し
、
九
月

に
は
工
事
発
注
を
す
る
予

定
。

盧
蛍
で
観
光
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

盪
蛍
を
活
用
し
、
安
心
安
全

な
自
然
環
境
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
は
ど
う
か
。

蘯
小
・
中
学
校
と
地
域
連
携

で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

で
き
な
い
か
。

盧
通
年
で
見
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
観
光
に
つ
な
げ

る
に
は
難
し
さ
が
あ
る
。

盪
町
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
通
じ
、
環
境
放
射

線
量
や
農
作
物
の
放
射
線

測
定
結
果
な
ど
を
、
随
時

公
表
し
、
蛍
に
限
ら
ず
、

様
々
な
活
動
を
通
じ
、
安

全
安
心
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

蘯
当
町
は
自
然
豊
か
な
地
域

に
あ
る
た
め
、
新
た
な
ビ

オ
ト
ー
プ
を
作
る
よ
り
は
、

実
際
の
自
然
環
境
を
観
察

す
る
の
が
良
い
。

※
ビ
オ
ト
ー
プ

野
生
生
物
が
生
息
し
、
自

然
の
生
態
系
が
機
能
す
る

空
間

蛍
の
里
づ
く
り
を
、

地
域
住
民
、
民
間
、
議
員
の

メ
ン
バ
ー
で
立
ち
上
げ
た
い

が
、
行
政
が
協
力
で
き
な
い

か
。地

域
の
団
体
あ
る
い
は
、

皆
さ
ん
方
で
作
ら
れ
た
団
体

で
、
蛍
の
里
づ
く
り
は
非
常

に
す
ば
ら
し
い
。
町
で
も
、

金
銭
的
や
物
心
両
面
に
わ
た

り
、
協
力
は
で
き
る
の
で
は
。

是
非
、
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

観
光
の
一
環
と
し
て
、

山
本
不
動
尊
に
行
く
バ
イ
パ

ス
沿
い
に
、
山
本
不
動
尊
の

写
真
入
り
の
大
き
な
看
板
を

立
て
、
ま
た
、
蛍
ロ
ー
ド
の

案
内
板
を
大
き
く
書
い
て
ア

ピ
ー
ル
す
れ
ば
、
観
光
の
た

め
に
人
が
集
ま
る
と
思
う
が
。

十
分
な
研
究
や
検
討
を
し

た
い
。
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（
町
長
） 

（
町
長
） 

（
町
長
） 

（
商
工
農
林
課
長
） 

復旧の完了した城跡堀の法面

蛍
の
里
づ
く
り
で
観
光
と
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
は 

観
光
に
つ
な
げ
る
に
は
難
し
さ
が
あ
る 

ゲンジ蛍が飛ぶ近津川上流域



当
町
で
も
、
通
学
路

の
安
全
点
検
が
実
施
さ
れ
た

が
、
下
町
地
区
で
は
、
県
立

修
明
高
校
の
通
学
路
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
次
の
点
に
つ

い
て
問
う
。

盧
町
道
下
町
中
豊
線
の
豊
川

橋
の
拡
幅
計
画
は
あ
る
の

か
。

盪
交
通
対
策
の
方
法
は
何
か

考
え
て
い
る
の
か
。

蘯
利
用
者
が
、
増
加
し
て
い

る
中
豊
駅
周
囲
の
整
備
計

画
は
あ
る
の
か
。

盧
橋
の
拡
幅
は
、
財
政
的
に

困
難
で
あ
る
。

盪
昨
年
、
道
路
反
射
鏡
を
設

置
し
た
が
、
今
後
は
歩
行

帯
を
設
け
、
カ
ラ
ー
舗
装

を
実
施
し
、
安
全
確
保
を

図
る
計
画
で
あ
る
。

蘯
町
に
要
望
が
出
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
現
時
点
で
は

計
画
は
な
い
。

流
廃
寺
跡
発
掘
に
は
、

県
指
定
重
要
文
化
財
の
発
掘

を
は
じ
め
、
大
き
な
成
果
が

得
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

保
存
整
備
な
ど
を
問
う
。

盧
発
掘
の
成
果
と
今
後
の
国

指
定
を
得
る
方
策
。

盪
地
区
内
に
山
林
を
所
有
し

て
い
る
人
員
と
指
定
後
の

対
策
。

蘯
出
土
さ
れ
た
「
金
銀
象
嵌

鉄
剣
」
の
保
管
状
況
と
、

地
区
内
の
管
理
計
画
は
。

盧
八
年
間
の
発
掘
の
成
果
を

基
に
、
文
化
庁
と
協
議
し

て
国
指
定
を
目
標
と
す
る
。

盪
地
区
内
に
は
、
二
十
四
人

の
地
権
者
が
い
る
の
で
、

管
理
の
同
意
を
い
た
だ
く
。

蘯
現
在
、
会
津
若
松
市
に
あ

る
福
島
県
立
博
物
館
に
て

保
存
管
理
し
て
い
る
。

地
区
内
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
保
存
会
の
方
に
も
引
き

続
き
お
世
話
に
な
り
た
い
。

町
で
は
、
平
成
二
十

五
年
度
に
第
六
次
振
興
計
画

策
定
に
向
け
て
の
、
住
民
意

向
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
含
め
、
第
六
次
振

興
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

町
の
将
来
像
や
十
年
間
の

町
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
に

つ
い
て
、
町
民
の
意
識
を
把

握
し
、
計
画
へ
反
映
さ
せ
る

事
を
目
的
に
、
実
施
し
て
い

く
計
画
で
あ
る
。
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文
化
庁
と
協
議
し
て
、
国
指
定
の
文
化
財 

を
目
標 

流
廃
寺
跡
発
掘
の
成
果
と
今
後
の
対
応 

下町地区の豊川橋付近

流廃寺跡

棚
倉
町
第
六
次
振
興
計
画
の
内
容
は 

内
容
や
方
法
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く 

（
町
長
） 

（
町
長
） 

（
教
育
長
） 

（
生
涯
学
習
課
長
） 
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